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ドリームエンジェルレーシングの復活レースとして出場した、「スーパー耐久第３戦　ＳＵＰＥＲ　ＴＥＣ｣にて、
「ドリームエンジェルアドバンＲＸ７」は、クラス９位でチェッカーを受け、無事に完走を果たしました。
出場チームの多くがスーパー耐久では実績や経験をもっているチームであるため、
新規参入のドリームエンジェルレーシングとしては胸を借りる気持ちで望みました。
３週間前にマシンが完成し、急遽、参戦をすることを決定し、シェイクダウンとテストを兼ねた出場となった今回のレース、
金曜の公式練習では、エンジン周りに若干のオイル漏れがあったものの、大きな問題は無く、走行を行いました。
土曜日の公式予選、マシンもドライバーも耐久初挑戦ゆえ、戸惑いもありましたが徐々にペースも上がり、
決勝への手応えを十分に感じることが出来ました。
しかし、決勝日の朝に行われたフリー走行で、岡島選手が走行中、いきなりミッショントラブルで、緊急ピットイン。
５速のトラブルということで、急遽、ミッションを載せかえることになりました。
さらに、用意していたミッションにも決勝スタート直前に不具合が発覚し、一旦マシンをグリッドに並べたものの、
再度ピットに戻し、二度目のミッション交換を行う決断となりました。
メカニックの必死の作業でスタートから遅れること３８分、決勝レースにマシンを送り出すことができました。
その後は順調に周回を重ねましたが、残り３０分を切ったところで、アクセルが戻らなくなるというトラブルが発生し、
その影響で何度かコースオフがありましたが、大事には至らず、最後はペースを落としながらの走行、
そしてチェッカーを迎えることに。デビュー戦、クラスとしては９位でチェッカーを受けました。
ドリームエンジェルレーシングとしては今回の参戦で得たデータと経験を生かし、これからのレースに挑みたいと思います。

今後のドリームエンジェルレーシングの活動につきましては改めてご報告をさせて頂きます。
今回の参戦に当たり、ご支援頂きまして、ありがとうございました。
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